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『大いなる幻影』について

飯 島 正
大平洋戦争のはじまるまえに、ぽくはこの映画を見

て感激した。・ぼくは「感激」ということばはほとんど
つかったことがないが、この作品にはツンソコ感激し
た。おそらく7 •8回は見ただろう。なんべん見ても惑
激した。それには理由がいろいろあった。もちろん作
品がまず傑作である。この「傑作」ということばもぽ
くはほとんどつかわない。だがこれはあえて「傑作」
といいたい。それに当時は日独伊防共協定がむ すば
れ、中国では戦争をしていたし、大戦争のまえぷれは
いたるところに見えだされたので、「平和」というもの
が「大いなる幻影」にすぎなくなりそうな切迫した情
勢が、 身ぢかにせまっていた。おそらくに作者ジャン・
Jレノアルも、ひしひしとこれを惑じながらこの作品を
つくったにちがいない。もし戦争がおこるにしても、
敵味方の個人同士はこのように平和をもとめていると
いう意味で、その舞台を、第一次世界大戦中の捕阪収
容所にさだめたのであろう。

ルノアルのこの作品は、ようやく技術的にトオキイ
が完成されて、いよいよ理想的なまたは人格的な「作
品」を生むにいたった1930年代の後期につくられた。
それでなくても、 Jレノアル作品は、 徹頭徹尾自己に忠
実な点がその特徴である。いわば、いわゆる「映画」
というよりも、「映画」や「文学」などの芸術ジ ャ ンル
にとらわれない。まず「作品」であることが、 「彼にと
っては重要なのであった。それゆえ、彼の作品が一体
に映画的樅成がルウスであることは、 最近の『フレン
チ・カンカン』や『恋多き女』を見ても、納得が行く
こととおもう。へたなドラマトゥルギイにはこだわら
ないのである。

大体この映画は三つの部分にわかれている。第ーは
平地におけるドイツ軍の捕阪収容所生活である。ここ
では、パリのプロレタリアであるマレツャル（ジャン



・ギャバン）と費族出のボアルヂウ（ヒ゜ ニエル・フレ
ネェ）とユダヤ人のロザンタアル（ダリオ）が一緒に

なる。そのほかイギリス人の捕防もいるし、 当然ドイ
ツ人も登場する。このごった煮のような集団生活めな
かに、 国家的・民族的・階級的な対立があることは当
然であるが、 ルノアル はここに、 それでもなお各個人

が、 人間個々として直接に、 そうした条件をぬきにし
て接触しあうものであることをもしめしている。

第二部は高地山間の捕阪収容所である。ここでは、
そこの収容所長であるドイツの費族フォン・ラウフェ
ンジュタイン（エリッヒ ・フォン・ジュトロオハイム）
とフランスの費族ボアルヂウとの対面が 、 おもなテエ
マとなっている。すなわち、 フランスの貨族もドイツ
の質族も、iIt族という点では同様であり、 これは没落
階級であることを、 二人は自覚しているのである。そ
して彼等は、 国境をこえた親愛感によってむすばれる
ボアルヂウがマレジャル とロザンタアルの脱出のため

に自分を俵牲にするのもそのためだし、 フォン・ラウ
フェンシュタインが、 ボアルヂウtこビストル をむけな
がら、 殺すつもりはなく脚をねらったのも、 そのため
である。それにもかかわらず、 ボアルヂウは致命的な
重似を負って、 死の床につくこととなった。フォン・

ラウフェンジュタインは、 収容所の唯一の鉢植の花を
切って、 彼の死のはなむけとした。

第三部は、 脱出に成功したマレジャルとロザンタア

ルが、 ドイツの出征軍人の妻の家にかくまわれ、 やが
てそこからスイス国境に潜入するまでである。ここで
は、 ルノアルの説く国境をこえた人間愛、 いいかえれ
ば国境は単に人間がつくったものだという観念が、 具
体的にうつくしくスクリインのうえにうつしだされた

終結部である。ここでは、 ドイツの出征軍人の妻ェル

ザ（ディク・バアロ）と マレシャルとの言葉 国語
—をこえたラヴ・ジインが圧巻である。ニルザは「コ
オフィができました」と片言のフランス語でいい、 マ
レジャルは「青い目！」と片言のドイツ語でいう。

.7cして二人は、 エルザの家をでて1'，1度にいそぐので
あるが 、 そこに平和はいまのところ「大いなる幻影」
だというせりふがある。だれでもが平和に対して「大
いなる希紺」をもつが、 それは結局大いなる幻彩！こす
がないという考えかたは、 残念ながら当II寺のJレノアル

の実感であったろう。しかしそれでも、 スイスの国境
を眼前にしながら、 国境は人間がつくったものである
と断言してはばからないのがJレノアルの本心である。
だからこそ、 映画の最後に、 雪野原をこけつまろびつ
行く二人をロング・ジ ョットでだして、 ドイツの監視
兵に、 「もう射つな。あすこはスイスだ」といわせたの
である。

こう書いてくると、 この映画がかなり観念的な作品
におもわれるかも知れないが、 そんなことは絶対にな
い。これは作品を見ればわかることであるが、 文章に
書くとこう書かざるをえないのが残念だ。描写はすべ
て具体的で、 目に見えるもの・耳にきけるものとなっ
ている。

たとえばドイツ人とフランス人との国民としての対
立は、 ギャパンがうたう戦勝の「ラ・マル セイニ エ ズ」
にあらわれているし、 ドイツ人とフランス人の個人と
しての親愛の梢は、 営倉にいれられたギャパンとドイ
ツ兵士の交渉にあきらかである。

またフランスの貴族ボアルヂウが二人の脱出をたす

けるために、 フリュトをふいて所長フォン・ラウフェ

ンシュクインの注意をひこうとしたことや、 所長がポ
アルヂウの死の床に花をかざって、 没落する階級のは
なむけとするあたり、 いずれも具体的なふかい意味を
もった表現となっていた。

さらにェルザとマレジャルのドイツ＝フランス合作

のラヴ・ジインがそのままに、 人間愛が国境をこえた
ものであることを雄弁に物語っていることはいうまで

もない。
咋年ペルギイのブリュ 、I 七ルでひらかれた国際博競

会で、 世界中の批評家がえらんだ映画史上のペスト・

テンにこの作品がはいっていたことは、 当然
すぎるくらいに当然である。ぽくもさいわい
投票させてもらったので、 これを上位におい
て雹きおくった。最近フランスではこの映画
の再上映もおこなわれている。そしてその声
価は20年まえよりもさらに高まりつつある様
子である。

日本ではこの映画は、 戦前にはドイツ大使
館からの拙槍で、 上映ができなかった。ドイ
ツ買族を油じるフォン・ツュトロオハイムが
ユダヤ人だからだという抗議だったが、 この
作品自体がしめす自由主義・ヒ ュ マニ ズム
が、 ナチ・ドイツの気にいらなかったことは
たしかであった。そして、 戦後ようやく日本
でもこれが上映されたのである。

(1月25• 28日， 2 月1 • 4 • 8 • 

11・15 • 18 • 22 • 25日， 3月

1日の11回 ， 筍回2時から上映）
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